ちょ-つじ 

「堀川さん。 弔辞 を 一 つ 作って くれません か？ 土曜 

日に 本 多少 佐の 葬式が ある、 II その 時に 校長の 読ま 

れ るので すが、 …… 」 

やすきち 

藤 田 大佐 は 食堂 を 出しな にこう 保吉へ 話しかけた。 

堀川 保吉 はこの 学校の 生徒に 英吉利 語の 訳読 を 教えて 

あ ま 

いる。 が、 授業の 合い 間に は 弔辞 を 作ったり、 教科書 

あ ごぜん てんさく 

を 編んだり、 御前 講演の 添削 をしたり、 外国の 新聞 記 

ほんやく 

事 を 翻訳した リ、 —— そう 云う こと も 時々 はやらな け 

れ ばなら ぬ。 そう 云う こと を また 云いつ ける の はいつ 

もこの 藤 田 大佐で ある。 大佐 はやつ と 四十く らいで あ 

ろう。 色の 浅黒い、 肉の 落ちた、 神経質ら しい 顔 をし 



た。 

リ れきしよ 

「弔辞 を 作られる 参考に は、 後 ほど 履歴書 をお とどけ 

しましょう。」 

「しかし どう 云う 人 だ つたでしょう？ 僕 はた だ 本 多 

少佐の 顔 だけ 見覚えて いるく らいなん です が、 …… 」 

「さあ、 兄弟 思いの 人だったです ね。 それからと …… 

それからい つも クラス . へ ッド だった 人です。 あと は 

ふる 

どうか 名 筆を揮って 置いて 下さい ご 

きいろぬ ドア 

一 一人 はもう 黄色に 塗った 科 長 室の 扉の 前に 立って い 

た。 藤 田 大佐 は 科 長と 呼ばれる 副 校長の 役 をして いる 

ので ある。 保吉 はやむ を 得ず 弔辞に 関する 芸術的 良心 



竜燈 や 造花 を 持って来いと 云われた 精神 生活 上の 葬 

儀 社で ある。 —— 保吉は バット を啣 えた まま、 だんだ 

ん 憂鬱に なり はじめた。 …… 

「堀川 教官 ご 

保吉は 夢から さめた ように、 机の 側に 立った 田 中中 

くちひげ あご 

尉 を 見上げた。 田 中中 尉 は 口髭の 短い、 まろ まろと 顋 

あいきょう 

の 二重に なった、 愛敬のある 顔の 持主で ある。 

「これ は 本 多少 佐の 履歴書 だそう です。 科 長から 今 堀 

川 教官へ お渡しして くれと 云う ことで したから ご 

田 中中 尉 は 机の 上へ S 紙 を 何枚 も 綴じた の を 出した。 

保吉は 「は あ」 と 答えた ぎり、 茫然と s 紙へ 目 を 落し 



じょにん かいしょ 

た。 s 紙に は 叙任の 年月ば かり 細かい 楷書 を 並べて い 

る。 これ はた だの 履歴書で はない。 文官と 云わず 武官 

と 云わず、 あらゆる 天下の 官吏なる ものの 一生 を 暗示 

する 象徴で ある。 …… 

「それから 一 つ 伺いたい 言葉が あるので すが、 —— い 

や、 海上 用語じゃありません。 小説の 中に あった 言葉 

なんです ご 

中尉の 出した 紙切れに は 何 か 横文字の 言葉が 一 つ、 

青 鉛筆の 痕を 残して いる。 Masochism —— 保 吉は思 

まお 

わず 紙切れから、 いつも 頰に 赤み のさした 中尉の 童顔 

へ 目 を 移した。 



「これです か？ この マソヒズムと 云う …… 」 

「ええ、 どうも 普通の 英和 辞書に は 出て 居らん ように 

思います がご 

保吉は 浮かない顔 をした まま、 マソヒズムの 意味 を 

説明した。 

「いや あ、 そう 云う ことです か！」 

あいかわらず びしょう 

田 中中 尉 は 不相変 晴れ ばれした 微笑 を 浮かべ ている。 

じそく いらだ あお 

こう 云う 自足した 微笑く らい、 苛立たしい 気 もち を 煽 

る もの はない。 殊に 現在の 保吉は 実際 この 幸福な 中尉 

の 顔へ クラフト . ェ ビングの 全 語彙 を 叩きつ けて やり 

たい 誘惑 さえ 感じた。 



やはり 国防 計画に も 相当の 敬意 を 払って いたであろう。 

しかし それ をそう 云わなければ、 この 楽天家の 中尉の 

へんたいせいよく ばかば か ゆえん きざ 

頭 に 変態 性慾 の 莫迦 莫迦し い 所以 を 刻みつ けて しまう 

こと は 不可能 だからで ある。 …… 

のち 

保吉は 一人に なった 後、 もう 一本 バットに 火 をつ け 

ながら、 ぶらぶら 室内 を 歩み はじめた。 彼の 英吉利 語 

を 教えて いる こと は 前に も 書いた 通りで ある。 が、 そ 

れは 本職で はない。 少く とも 本職と は 信じて いない。 

彼 はとに かく 創作 を 一生の 事業と 思って いる。 現に 教 

ふた つき 

師 になって から も、 たいてい 二月に ー篇 ずつ は 短い 小 

説 を 発表して 来た。 その 一 つ、 —— サン . クリストフ 



けいちょうばん いそ ぼ ものがた リ 

の 伝説 を 慶長版 の 伊 曾 保 物語 風に ちょうど 半分ば か 

リ 書き直し たもの は 今月の ある 雑誌に 載せられて いる。 

来月 はまた 同じ 雑誌に 残りの 半分 を 書かなければ なら 

なぬか 

ぬ" 今月 ももう 七日と すると、 来月 号の 締切り 日 は I 

I 弔辞な ど を 書いて いる 場合で はない。 昼夜兼行に 勉 

て ま 

強しても、 元来 仕事に 手間の かかる 彼に は 出来 上る か 

いま 

どうか 疑問で ある。 保吉 はいよ いよ 弔辞に 対する 忌い 

まし さ を 感じ 出した。 

この 時 大きい 柱時計の 静かに 十一 一時 半 を 報じた の は 

云わば 二 ュ ゥ トンの 足 もとへ 林檎の 落ちた の も 同じ こ 

とで ある。 保吉の 授業の 始まる まで はもう 三十 分 待た 



くちひげ 

にゃにゃ 笑って いる。 すると 校長と 話して いた、 口髭 

じょうだん 

の 短い 粟野 教官 はや はり 微笑 を 浮かべながら、 常談 

まじめ 

とも 真面目と も つ かないよ うにこう 保吉 へ 注意 をした _ 

「堀川 君。 海軍の 礼式 じ やね、 高位 高官の もの ほど あ 

さが こうじん 

とに 下 るんだ から、 君 はとうて い 藤 田さん の 後塵な ど 

は 拝せ ないです よご 

保吉 はもう 一 度 恐縮した。 なるほどそう 云われて 見 

あ いきょう 

れば、 あの 愛敬のある 田 中中 尉な ど はずつ と 前の 列 

そうそう おおまた 

に 加わって いる。 保 吉は匇 々大股に 中尉の 側へ 歩み 

寄った。 中尉 はきょう も 葬式より は 婚礼の 供に でも 

きんきん 

立った ように 欣々 と 保吉へ 話しかけた。 



「いや、 それに は 及びません ご 

「あなた は 批評 を やられん ようです な。 わたし はまた 

批評 だけ は 書いて 見たい と 思って いるんで す。 例えば 

シェ クスピ ィァの ハム レットで すね。 あの ハム レット 

の 性格な ど は …… 」 

保吉 はたち まち 大悟した。 天下に 批評家の 充満して 

いるの は 必ずしも 偶然ではなかった ので ある。 

葬列 はとうとう 寺の 門へ はいった。 寺 は 後ろの 松林 

な みおろ 

の 間に ffl いだ 海 を 見下して いる。 ふだん は 定めし 閑静 

であろう。 が、 今 は 門の 中 は 葬列の 先に 立って 来た 学 

校の 生徒に 埋められ ている。 保吉は 庫裡の 玄関に 新し 



しょけ きんがんきょう 

しまった。 今 も 四 人の 所 化 は 勿論、 近眼鏡 を かけた 

あんしょう だ..，， ば ぼ ん 

住職 は 国定 教科書 を 諳誦 する ように 提婆品 か 何 か を 

読み上げ ている。 

うち どきょう 

その 中に 読経の 切れ目へ 来る と、 校長の 佐 佐 木 中将 

ねがん りんず おお 

は おもむろに 少佐の 寝棺の 前へ 進んだ。 白い 綸子に 蔽 

われた 棺 はちょう ど 須弥壇 を 正面に して 本堂の 入 リロ 

に 安置して ある。 その また 棺の 前の 机に は 造花の 蓮の 

ほ の ろうそく ほのお なび 

花の 仄めいたり、 蠟燭の 炎の 靡いたり する 中に 勲章 

の 箱な ども 飾って ある。 校長 は棺に 一礼した 後、 左の 

たず さ おおぼう しょ ちょうじ 

手に 携えて いた 大 奉書の 弔辞 を 繰り ひろげた。 弔辞 

まえ 

は 勿論 二三 日 前に 保吉の 書いた 「名文」 である。 「名文」 



ない。 しかし 保吉の 心の中に は 道化の 服 を 着た ラス コ 

ル ニコ フ がー 人、 七 八 年 たった今 日 も ぬかるみの 往来 

ひざまず ひら こう めん 

へ 跪 いたま ま、 平に 諸君の 高 免 を 請いたい と 思って 

いるので ある。 

葬式の あった 日の 暮れが たで ある。 汽車 を 降りた 保 

しのがき つらな 

吉は 海岸の 下宿へ 帰る ため、 篠 垣ば かり 連った 避暑 

地の 裏通り を 通りかかった。 狭い 往来 は 靴の 底に しつ 

も. 0, お 

とりと 砂 を しめらせ ている。 靄 ももう いっか 下り 出し 

むらが まば 

たらしい。 垣の 中に 簇 つた 松 は 疎らに 空 を 透かせな 

がら、 かすかに 脂の 香 を 放って いる。 保 吉は頭 を 垂れ 



とんじゃく 

たま ま、 そう 云う 静か さに も 頓着せ ず、 ぶらぶら 海の 

方へ 歩いて 行った。 

彼 は 寺から 帰る 途中、 藤 田 大佐と 一 しょに なった。 

すると 大佐 は 彼の 作った 弔辞の 出来栄え を賞讃 した 上、 

きゅうえん * きょくさ い 

「急焉 玉砕す」 と 云う 言葉 はいかに も 本 多少 佐の 死 

くだ 

に ふさわし いなどと 云う 批評 を 下した。 それだけ でも 

親族の 涙 を 見た 保吉を 弱らせる に は 十分で ある。 そこ 

あいきょう もの 

へまた 同じ 汽車に 乗った 愛敬 者 の 田 中中 尉 は 保吉の 

小説 を 批評して いる 読売 新聞の 月評 を 示した。 月評 を 

書いた の はま だ その 頃 文名 を馳 せて いた N 氏で ある。 

ばとう のち とど 

N 氏 はさん ざん 罵倒した 後、 こう 保吉に 止め を剌 して 



いた。 —— 「海軍 X X 学校 教官の 余技 は 全然 文壇に は 

不必要で ある」 ！ 

半時 間 も かからずに 書いた 弔辞 は 意外の 感銘 を 与え 

ている。 が、 幾晚も 電燈の 光りに 推敲 を 重ねた 小説 は 

ひそかに 予期した 感銘の 十分の 一 も 与えて いない。 勿 

論 彼 は N 氏の 言葉 を 一 笑に 付す る 余裕 を 持って いる。 

い つしょう 

しかし 現在の 彼 自身の 位置 は 容易に 一笑に付 する こ 

と は 出来ない。 彼 は 弔辞に は 成功し、 小説に は 見事に 

失敗した。 これ は 彼 自身の 身に なって 見れば、 心細い 

気の する こと は 事実で ある。 一体 運命 は 彼の ためにい 

つこう 云う 悲しい 喜劇の 幕 を 下して くれる であろう？ 



たく わ とほう 

蓄えた 男で ある。 保吉は 途方に 暮れた から、 小便 だ 

け はしつ づけた まま、 出来るだけ ゆっくり 横向きに 

なった。 

「困ります な あご 

男 は ぼんやりこう 云った。 何だか 当惑 そのものの 人 

間にな つたよう な 声 をして いる。 保吉 はこの 声 を 耳に 

した 時、 急に 小便 も 見えない ほど 日の 暮れて いるの を 

発見した。 

(大正 十三 年 三月) 
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